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近年，多くの CPU および GPU 上に高速な Vector ALU および
SIM DISA が搭載されている．世界最速のスーパーコンピュータは，多
数の CPU と GPU の組合せで実現されるようになっており，SIM DISA 
を利用した浮動小数点演算は，家庭での動画の編集からスーパーコン
ピュ タセンタ での科学技術計算まで広く使われる重要な技術となっピュータセンターでの科学技術計算まで広く使われる重要な技術となっ
ている．CPU や GPU のピーク性能に近い浮動小数点演算性能を得るた
めには SIM DISA を利用した演算を行う必要があるが，効率の良い演算
を行うためには従来と異なった高速化手法が必要となる．近年の CPU 
は，長い命令パイプラインを備えており条件分岐が高価である．また，
メモリの速度向上がプロセ サの速度向上ほど急激でないため 従来のメモリの速度向上がプロセッサの速度向上ほど急激でないため，従来の
アルゴリズムでよく用いられてきたテーブルルックアップも高価な演算
となった．Vector レジスタの内容に対する Scatter-gather operation 
は，Vector レジスタに格納される値の数に比例した時間がかかるため，
可能な限り避けることが望ましい．その一方で，従来高価な演算であっ
た除算は イ トラクシ 行う とが き 従来に比 安た除算は一つのインストラクションで行うことができ，従来に比べて安
価になった．代表的な SIM DISA では，比較的基本的な演算である三角
関数や指数関数などの初等関数の評価を少数のインストラクションで行
うためのインストラクションは提供されておらず，そのためのライブラ
リを作成する必要があり，これを効率よく行うためには上記のような工
夫が必要となる．

本講演では，SIM DISA を利用し，高速に三角関数や指数関数など
の初等関数の評価を行う手法について説明する．
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